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（公社）中央畜産会からのお知らせ

◀スマートフォンからはこちら

◀パソコンからはこちらで検索

がんばる畜産

畜産現場の“今”を30分の番組にしました
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください
配信中の内容：総集編 思いが繋ぐ畜産の未来／明るい未来へ向け

て畜産DXの取り組み／乳用牛改良の取り組み／地
域ぐるみで国産飼料生産！　ほか

　
か
な
が
わ
の
畜
産
が
、
県
民
の
ご
理
解
の

も
と
発
展
し
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
も
、
県
民
の
期
待
に
応
え
る
気
持
ち

を
込
め
て
、
2
0
2
3
年
11
月
、「
毎
年
11

月
第
一
日
曜
日
は
か
な
が
わ
畜
産
の
日
」
と

今
年
の
11
月
2
日
（
日
）
は

「
か
な
が
わ
畜
産
の
日
」

定
め
、
こ
の
日
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
10
月
～
11
月
に
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
か

な
が
わ
の
畜
産
を
P
R
す
る
こ
と
で
、
県

民
の
理
解
を
深
め
、
か
な
が
わ
の
畜
産
の

持
続
的
な
発
展
に
繋
げ
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
取
組
で
す
が
、
11
月
2

日
（
日
）
に
、
湘
南
台
公
園
で
第
3
回
記

念
イ
ベ
ン
ト
、「
か
な
が
わ
畜
産
の
日
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
2
0
2
5
in 

湘
南
台
」
と
「
第

34
回
か
な
が
わ
ト
ン
ト
ン
ま
つ
り
」
を
同
時

開
催
す
る
予
定
で
す
（
昨
年
度
は
6
千
人

を
超
え
る
来
場
）。
一
方
、
11
月
2
日
当
日

に
湘
南
台
公
園
以
外
で
開
催
予
定
の
イ
ベ
ン

ト
や
10
月
～
11
月
に
か
け
て
県
内
各
地
で

開
催
予
定
の
畜
産
関
連
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
の

かかななががわわ畜畜産産のの日日

たたくくささんん、、畜畜産産、、かかななががわわ産産。。

第一日曜日

ささんんちちくく ささんん

県産畜産フードが大集合！記念イベントの開催
（かながわ畜産ブランド推進協議会主催）

地域の大型直売所や農場の直売所がかながわの
畜産をＰＲ

「かながわ畜産の日」の取組

学校給食への県産畜産物の提供に併せて食育
活動などを実施

記念イベント開催（11月第一日曜日）

農産物直売所などでかながわの畜産を
PR（10月～11月）

こどもたちにも「かながわの畜産」を
知ってほしい（10月～11月）

〔お問合せ〕 一般社団法人神奈川県畜産会 Tel  ０４５－７６１－４１９１

神奈川県環境農政局農水産部畜産課 Tel ０４５－２１０－４５０８

かながわの畜産は横浜開港時の外国人を対象とした生産から１６０年

を超える歴史があり、近年は戸数・頭羽数とも減少していますが、畜産物

のブランド化や6次産業化の取組などがさかんです。

そこで、かながわの畜産が、これまで、県民のご理解のもと発展してき

たことに感謝し、これからも、県民の期待に応える気持ちを込めて、毎年

11月第一日曜日を、「かながわ畜産の日」と定め（※）、この日に記

念イベントを開催するとともに、 10月～11月に県内各地で開催される

イベントなどを通じてかながわの畜産をＰＲすることで、県民の理解を深

め、かながわの畜産の持続的な発展に繋げています。

※一般社団法人日本記念日協会の登録団体は一般社団法人神奈川県畜産会です
～日本のアイスクリーム発祥の地～
『太陽の母子像』【横浜 / 馬車道】

QRコードを読み込んで神奈川の畜産を知ろう

かながわ畜産ひろば 神奈川県畜産課HP

鶏卵
18,911t/97万人分

豚肉
9,244t/44万人分

牛肉
1,454t/15万人分

牛乳
24,245t/63万人分

県産畜産物の生産量

採卵鶏
38戸/1,041,000羽

豚
41戸/67,200頭

肉用牛
51戸/5,130頭

乳用牛
117戸/4,020頭

県内の畜産農家戸数と家畜頭羽数

※令和6年2月1日時点（農林水産省畜産統計。採卵鶏は1,000羽以上飼養者）

※令和５年（神奈川県畜産課推計）
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牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

肉
用
子
牛
生
産
者

補
給
金
制
度

　令
和
七
年
四
月
～
六
月
交
付
金
確
定
単
価

（
肥
育
牛
一
頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　
四
月�

交
付
な
し

　
五
月�

交
付
な
し

　
六
月�

一
二
、〇
七
一
・
七
円

〇
交
雑
種

　
四
月�

交
付
な
し

　
五
月�

交
付
な
し

　
六
月�

六
、八
六
六
・
一
円

〇
乳
用
種

　
四
月�
二
一
、四
二
二
・
七
円

　
五
月�

二
九
、五
四
九
・
七
円

　
六
月�

二
七
、二
六
四
・
六
円
�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）

　
令
和
七
年
度
第
一
四
半
期
（
七
年
四
月
～
六

月
）
の
指
定
肉
用
子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平

均
売
買
価
格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
黒
毛
和
種�

六
五
〇
、九
〇
〇
円

　
交
雑
種�

三
八
二
、五
〇
〇
円

大
型
直
売
所
や
農
場
の
直
売
所
で
も
、
か
な

が
わ
の
畜
産
を
P
R
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
給
食
に

つ
い
て
も
、
県
産
畜
産
物
の
提
供
に
併
せ
て
食

育
活
動
等
を
実
施
す
る
な
ど
、
様
々
な
形
で

か
な
が
わ
の
畜
産
を
P
R
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
か
な
が
わ
畜
産
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
で
は
、
か
な
が
わ
の
畜
産
に

関
す
る
P
R
動
画
や
県
産
畜
産
物
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
か
な
が
わ
畜
産
の
日
の
チ
ラ
シ
や
の

ぼ
り
等
P
R
資
材
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

10
月
～
11
月
の
強
化
月
間
に
向
け
、
P
R
資

材
の
配
布
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
（
J
A
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は

J
A
神
奈
川
県
中
央
会
が
取
り
ま
と
め
予
定

で
す
）。
3
年
度
目
と
な
る
「
か
な
が
わ
畜
産

の
日
」
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
で
は
、「
県

産
畜
産
物
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」、「
神
奈
川
の
畜
産
を
も
っ
と
広
め
よ

う
」
な
ど
、
神
奈
川
の
畜
産
を
応
援
す
る
た

く
さ
ん
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
県

民
の
皆
様
に
か
な
が
わ
の
畜
産
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）

　
乳
用
種�

二
五
四
、七
〇
〇
円

　
黒
毛
和
種
・
交
雑
種
・
乳
用
種
は
保
証

基
準
価
格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共
に
上

回
っ
て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給
金
の
交

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
畜
産
会
　
藤
田
）

10月13日（月）～10月17日（金）ナイター
11月17日（月）～11月21日（金）ナイター

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立てられています。

日催開馬競崎川
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エコフィードを活用した肥育牛用飼料の
温室効果ガス排出量の削減効果

エコフィードを活用した混合飼料は、多くの場合 排出量を削減することがわかりました。

今回は、飼料の 排出量を紹介しましたが、現在、肉用牛生産に関わる全ての行程の 排

出量削減効果について調査しています。 （畜産技術センター 担当：企画研究課 湯本森矢）

【【目目的的】】

エコフィードを活用した畜産物の生産は、飼料費削減だけでなく、畜産経営から排出される

温室効果ガス（ ）を削減し、脱炭素化社会の実現に貢献することが期待されます。本県の

肉用牛経営では、古くからトウフ粕やビール粕などのエコフィードを活用した飼料の利用が多

くみられます。そこで、県内肉用牛農家のエコフィード混合飼料の温室効果ガス（ＧＨＧ）排

出量を調査し、評価しました。

【【結結果果】】

エコフィードとして、トウフ粕はすべての農場、ビール粕は３農場で使用し、この他に、酒

粕、くず米、破砕米、パスタ、オリーブ粕を使用しており（図 ）、飼料中のエコフィード混合

割合は、原物で ～ ％でした（表１）。飼料成分は、混合飼料の水分は ～ ％、

は ～ ％であり、市販配合飼料は水分 、 ％でした（表１）。

【【方方法法】】

エコフィードを活用している県内肉用牛肥育農家５戸（ ～ ）を調査しました。ＧＨＧ排出

量は、「飼料原料の生産」、「エコフィードの輸送」、「混合飼料の調製」の各段階で発生す

る二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素の排出量の合計を ㎏当たりの二酸化炭素（ ）

換算量として算出し、市販の肉牛肥育用配合飼料（市販配合飼料）と比較しました。

表１ 混合飼料の概要

混合飼料の 排出量の大部分は、

｢飼料原料の生産」に由来し、「混合飼料

の調製｣に由来するものは、ほとんどあり

ませんでした（図 ）。

混合飼料の ㎏当たりの 排出

量は、 ～ であり、配合飼料の

と比較して ～ 農場では ～ ％

削減されましたが、 農場では ％増加し

ました（図 ）。 農場で 排出量が増

加した要因は、市販配合飼料と比較して

含量が低かったことが挙げられます。

図１ エコフィードの一例
（左上：トウフ粕 右上：ビール粕
左下：パン 右下：パスタ）

農農場場 エエココフフィィーードドのの種種類類
混混合合割割合合
（（％％））

飼飼料料成成分分（（％％））

水水分分

トウフ粕

トウフ粕、ビール粕、
破砕米、酒粕

トウフ粕、パン、ビール粕、
酒粕、オリーブ粕、くず米

トウフ粕

トウフ粕、ビール粕、パスタ

市販配合飼料

エコフィードの混合割合及び水分は原物当たり、 は乾物当たりの値

配合飼料

排
出
量
（

換
算
量
） 飼料原料 輸送 調製

図２ 各飼料の 排出量
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は ～ ％であり、市販配合飼料は水分 、 ％でした（表１）。
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含量が低かったことが挙げられます。

図１ エコフィードの一例
（左上：トウフ粕 右上：ビール粕
左下：パン 右下：パスタ）

農農場場 エエココフフィィーードドのの種種類類
混混合合割割合合
（（％％））

飼飼料料成成分分（（％％））

水水分分

トウフ粕

トウフ粕、ビール粕、
破砕米、酒粕

トウフ粕、パン、ビール粕、
酒粕、オリーブ粕、くず米

トウフ粕

トウフ粕、ビール粕、パスタ

市販配合飼料

エコフィードの混合割合及び水分は原物当たり、 は乾物当たりの値

配合飼料

排
出
量
（

換
算
量
） 飼料原料 輸送 調製

図２ 各飼料の 排出量
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＜＜堆堆肥肥にに関関すするるおお知知ららせせ＞＞  

「「肥肥料料のの品品質質のの確確保保等等にに関関すするる法法律律」」  
に基づく届出 

必要な届出 届出書類 
他者に渡す場合 
特特殊殊肥肥料料生生産産業業者者届届  

□□特特殊殊肥肥料料生生産産業業者者届届出出書書  22部部
□□申申請請者者確確認認書書類類･･････★★

<法人>登記事項証明書（枚数が多い場合は、現在事項証明書で可）
<個人>住民票の写し 

<任意団体の場合>代表者住民票の写し、組合の構成員名簿、組合規約
□□生生産産工工程程のの概概要要（（フフロローーチチャャーートト等等））
・原料や副資材の種類と混合割合、切り返し回数や堆積期間など

□□生生産産すするる事事業業場場のの案案内内図図（（地地図図））
・必要に応じて行う立入検査時に、生産事業場の場所がわかる案内図

□□表表示示票票※※11のの見見本本
・表示項目(8 項目)：肥料の名称、肥料の種類、届出をした都道府県、表示者の
氏名又は名称及び住所、正味重量、生産した年月、原料、主成分の含有量※※22

□□分分析析証証明明書書（（FFAAMMIICCのの指指定定すするる分分析析方方法法にによよるるももののにに限限るる））
<<注注意意>>分析機関に依頼する時に、FAMIC の指定する分析方法か聞いて下さい。
□□肥肥料料見見本本220000ｇｇ程程度度

販売する場合 
肥肥料料販販売売業業務務開開始始届届 

□□肥肥料料販販売売業業務務開開始始届届出出書書  22部部
□□申申請請者者確確認認書書類類  ･･････★★とと同同じじ

自自らら生生産産ししたた堆堆肥肥をを他他者者にに渡渡すす場場合合はは､､無無償償ででもも生生産産業業者者ととししててのの届届出出がが必必要要でですす。。  

堆堆肥肥をを有有償償でで他他者者にに渡渡すす場場合合はは、、販販売売業業者者ととししててのの届届出出もも必必要要でですす。。  

【※※11表表示示票票をを作作成成すするるととききのの注注意意点点】 
  １．「「肥肥料料のの名名称称」」は、届出書に書いた肥料の名称。 
  ２．「「表表示示者者のの氏氏名名又又はは名名称称及及びび住住所所」」は、届出書に記入した届出人の氏名（名称）と住所。 
  ３．「「正正味味重重量量」」は、キログラム（kg）表示。容積量リットル（L）を併記することはできる。 
  ４．「「生生産産ししたた年年月月」」は、次のいずれか例により記載する。（例：令和７年７月、 7.7、 2025.7） 
  ５．「「原原料料」」は「牛ふん」、「豚ぷん」、「鶏ふん」、「牛のふん尿」「もみがら」等一般的な名称で表示。 

 表示の順序は混合した重量が大きい順に記入し、備考で重量の大きい順であることを記載する。 
 （原料が 1 種類の場合は、備考に記載する必要はない。） 

  ６．「「主主成成分分のの含含有有量量等等」」は、次の表に従って記入する。 
 乾物当たりで表示する時は、「（乾物当たり）」と記入。数値は幅をもたせず、一つの値で表示。 

  ７．表示票の枠内には、指定された項目以外の内容は表示しない。 
（欄外には、肥料の品質について誤解を与えない範囲で、自由に表示することができる。） 

  ８．バラ積みやトランスバッグなど、一括して多量に出荷する場合は、表示票の印刷物を渡すなどし
て、必ず表示票が利用者まで届くようにしてください。 
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【【※※22主主成成分分のの含含有有量量等等のの表表示示のの要要領領】】                                

  

  

※※表表示示例例  

     
                                                 

 
 
 
                                          

項目 表示の要否 表示単位 誤差の許容範囲 表示桁数

窒素全量
りん酸全量
加里全量

含有量の多少にかかわらず必ず表示
パーセント
（％）

表示値が1.5%未満の場合は、±0.3%
表示値が1.5%以上5%未満の場合は、表示値の±20%
表示値が5%以上10%未満の場合は±1%
表示値が10%以上の場合は、表示値の±10%

小数点以下
1桁まで

銅全量
原料に豚ぷんを使用したもので、現物当
たりの含有量が300mg/kg以上ある場合
は必要

亜鉛全量
原料に豚ぷん又は鶏ふんを使用したもの
で、現物当たりの含有量が900mg/kg以
上ある場合は必要

石灰全量
石灰を使用し、（飼料に添加される場合
を含む）、現物当たりの含有量が15%以
上ある場合は必要

パーセント
（％）

表示値の±20%
小数点以下
1桁まで

炭素窒素比 数値の多少にかかわらず必ず表示 単位なし 表示値の±30% 整数

水分含有量 乾物当たりの数値で表示する場合は必要
パーセント
（％）

表示値の±20%
小数点以下
1桁まで

1キログラム
当たりミリ
グラム

（mg/kg)

表示値の±30% 整数

問問合合せせ先先  
神神奈奈川川県県農農業業技技術術セセンンタターー  病病害害虫虫防防除除部部  

〒〒225599--11220044  平平塚塚市市上上吉吉沢沢11661177  
電電話話  00446633--5588--00333333((代代表表))      FFAAXX  00446633--5599--77441111  
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県
外
視
察
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
振
興
会
は
、

7
月
2
日
～
3
日
、
役
員
・
会
員
12
名
で

県
外
視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
神
奈
川
県
に
経
営

の
軸
足
を
置
き
、
千
葉
県
で
農
場
を
展
開

し
、
生
産
規
模
拡
大
を
し
て
い
る
（
有
）

横
山
養
豚
（
繁
殖
農
場
）、（
有
）
ブ
ラ
イ

ト
ピ
ッ
ク
（
銚
子
農
場
・
G
P
農
場
、
溝

原
液
状
飼
料
工
場
、
鏑
木
飼
料
米
倉
庫
）

を
視
察
し
、
他
県
に
お
い
て
経
営
を
始
め

る
た
め
の
工
夫
や
苦
労
な
ど
を
実
感
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
今
後
の
経
営
に
活
か
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
い
す
み
市
で
6
次
産
業
化
や
耕

畜
連
携
な
ど
多
角
的
な
経
営
を
行
っ
て
い

る
、（
有
）
高
秀
牧
場
を
視
察
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

【（
有
）
横
山
養
豚
　繁
殖
農
場
】

（
有
）
横
山
養
豚
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
と
お
り
、
神
奈
川
県
内
に
肥
育
農
場
、

千
葉
県
成
田
市
に
繁
殖
農
場
を
有
し
、
2

サ
イ
ト
で
一
貫
生
産
体
制
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
成
田
市
の
繁
殖
農

場
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
概
要
報
告
】
横
浜
の
農
場
周
囲
に
住
宅

が
増
え
た
こ
と
、
敷
地
が
道
路
に
か
か
っ

た
こ
と
、
志
澤
会
長
か
ら
、「
よ
そ
に
出

な
い
と
だ
め
だ
。」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
県
外
に
農
場
を
も
つ
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
周
囲
に
養
豚
場
が

少
な
い
、
農
場
の
立
地
、
志
澤
会
長
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
平
成
21
年
に
こ
の
農

場
（
母
豚
5
0
0
頭
規
模
）
を
購
入
し
、

利
用
を
開
始
し
た
。
新
た
に
農
場
経
営
を

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
要
と
な
る

人
と
良
く
話
を
し
、
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
結
果
、
共
同
浄
化
槽
の
使
用
や
堆
肥

の
販
売
先
の
確
保
な
ど
色
々
と
協
力
い
た

だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
経
営
を
開
始
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
浄
化
槽
の
新
設
に
要
す
る

費
用
や
許
可
等
を
考
え
る
と
、
共
同
浄
化

槽
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
え
た
の
は
非
常
に

有
難
か
っ
た
。
成
田
繁
殖
農
場
は
、
次
男

（
拓
生
さ
ん
）
に
管
理
を
任
せ
て
い
る
が
、

当
時
か
ら
地
元
消
防
団
に
も
参
加
す
る
な

ど
、
地
元
と
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

畜
舎
は
食
品
工
場
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
こ

で
作
っ
た
も
の
を
食
べ
た
い
と
思
っ
て
く

れ
る
よ
う
な
施
設
で
豚
を
育
て
た
い
と
考

え
て
お
り
、
畜
舎
内
の
清
掃
・
消
毒
を
徹

底
し
て
い
る
。
1
年
ほ
ど
経
っ
た
時
に
、

周
囲
の
人
か
ら
、「
以
前
よ
り
も
ハ
エ
や

臭
気
が
な
く
な
り
、
横
山
さ
ん
に
来
て
も

ら
っ
て
よ
か
っ
た
。」
と
言
わ
れ
、
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
感
謝
し
た
。
令
和
4

年
に
新
豚
舎
（
写
真
参
照
：
繁
殖
豚
舎
1

棟
・
分
娩
舎
1
棟
・
離
乳
舎
2
棟
・
肥
育

豚
舎
1
棟
：
建
設
費
1
3
0
万
円
/
1
母

豚
　
機
械
等
の
設
置
に
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

を
活
用
）
を
建
設
し
た
が
、
地
元
か
ら
の

反
対
は
全
く
な
く
、
資
材
等
の
搬
入
に
対

す
る
協
力
も
い
た
だ
き
、
こ
の
土
地
に
来

て
よ
か
っ
た
と
本
当
に
思
っ
た
。
肥
育
豚

舎
を
新
築
し
た
こ
と
に
よ
り
、
繁
殖
候
補

豚
を
千
葉
で
育
成
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
衛
生
レ
ベ
ル
も
向
上
し
た
。
経

営
成
績
、
労
働
環
境
、
衛
生
レ
ベ
ル
を
良

く
す
る
に
は
、
施
設
改
善
が
必
要
で
あ
り
、

全
て
に
お
い
て
、
新
し
い
施
設
を
造
っ
て

良
か
っ
た
。
ま
た
、
周
囲
の
土
地
を
購
入

す
る
際
に
も
理
解
を
示
し
て
も
ら
い
譲
っ

て
も
ら
っ
た
。
い
ず
れ
は
、
そ
の
土
地
を

活
用
し
規
模
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
で
何
十
年
と
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
の

で
、
周
囲
の
人
に
も
還
元
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
所
感
】
話
を
聞
い
て
、
様
々
な
努
力
、

気
遣
い
を
し
な
が
ら
、
地
域
と
良
い
関
係

性
を
築
き
経
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
良

く
わ
か
り
ま
し
た
。
地
域
の
主
要
な
人
に

協
力
を
仰
ぐ
こ
と
、
地
域
と
積
極
的
に
交

わ
る
こ
と
、
地
域
の
こ
と
を
考
え
て
経
営

す
る
こ
と
の
重
要
性
・
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

【（
有
）
ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ
ク
千
葉
　

�

G
P
農
場
・
銚
子
農
場
】

（
有
）
ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ
ク
は
、
神
奈
川

県
に
1
農
場
、
千
葉
県
に
8
農
場
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
千
葉
県
で
の
養
豚
経
営
は
、

昭
和
58
年
の
第
1
農
場
開
設
が
始
ま
り
で
、

す
で
に
40
年
以
上
、
千
葉
県
で
経
営
を
継

続
し
て
お
り
、
志
澤
会
長
は
、「
自
分
の

持
っ
て
い
る
情
報
を
全
て
オ
ー
プ
ン
に
し
、

地
元
の
養
豚
農
家
と
共
に
地
域
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
尽
力
し
、
信
頼
を
得
た
こ
と
。

ま
た
、
学
校
給
食
や
福
祉
施
設
へ
の
支
援

を
続
け
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と

が
大
き
い
。
千
葉
は
第
2
の
故
郷
で
あ

る
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
概
要
報
告
】
銚
子
農
場
は
、
肥
育
農
場

と
し
て
最
大
で
、
約
2
5
、0
0
0
頭
を

飼
養
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ

ク
総
肥
育
豚
の
約
40
％
を
占
め
て
い
る
。

隣
接
し
て
い
る
G
P
農
場
（
繁
殖
農
場
）

は
2
0
1
0
年
に
開
設
さ
れ
、
母
豚
数

2
、5
0
0
頭
を
飼
養
し
て
い
る
。
繁
殖

農
場
と
肥
育
農
場
が
隣
接
し
て
い
る
が
、

事
務
所
、
管
理
者
、
進
入
口
、
動
線
な
ど
、

全
て
別
農
場
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。

写
真
の
浄
化
槽
は
6
0
0
0
t
規
模
、

そ
れ
が
施
設
内
に
3
基
あ
り
、
他
農
場
分

も
含
め
、
約
5
0
、0
0
0
頭
分
の
尿
を
処

理
し
て
い
る
。
処
理
水
は
河
川
放
流
し
て
い

る
が
、
排
水
に
は
と
て
も
気
を
使
い
、
月
に

1
度
は
外
部
機
関
で
検
査
を
実
施
し
、
排

水
の
B
O
D
濃
度
は
常
に
一
桁
台
を
維
持

し
て
い
る
。
浄
化
槽
は
、
農
場
の
心
臓
部

で
あ
り
、
こ
こ
に
不
具
合
が
起
き
る
と
経
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営
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
た
め
、
浄
化
槽

の
維
持
管
理
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

糞
の
処
理
は
、
90
㎥
×
5
基
、
60
㎥
×

6
基
、
35
㎥
×
2
基
の
コ
ン
ポ
ス
ト
で
堆

肥
化
し
て
い
る
。
90
㎥
の
大
型
コ
ン
ポ
ス

ト
を
利
用
し
て
い
る
の
は
銚
子
農
場
だ
け

で
、
全
国
的
に
も
養
豚
場
で
こ
の
規
模
の

コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
い
る
の
は
珍
し

い
。
粉
状
の
堆
肥
は
、
近
く
の
耕
種
農
家

に
販
売
、
そ
の
他
は
ペ
レ
ッ
ト
化
し
、
8

割
か
ら
9
割
は
、
北
海
道
帯
広
市
の
農
家

に
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
保
存

性
を
良
く
す
る
た
め
に
、
水
分
含
量
を

18
％
ま
で
落
と
し
て
い
る
。
一
部
は
地
元

の
耕
種（
水
稲
）農
家
に
も
提
供
し
て
い
る
。

耕
種
農
家
に
は
、
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー

で
散
布
で
き
る
た
め
作
業
性
が
良
く
、
臭

気
の
少
な
い
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
は
非
常
に
好

評
で
あ
る
。

肥
育
豚
に
は
、
溝
原
工
場
で
作
ら
れ
た

リ
キ
ッ
ド
飼
料
に
飼
料
米
、
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
調
合
し
て
給
与
し
て
い
る
。
D
M
な

ど
飼
料
成
分
の
設
定
、
給
与
量
、
飼
料
摂

取
量
等
は
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理（
A

－
t
e
c
h
社
）
し
て
い
る
。
出
荷
後
、

枝
肉
か
ら
脂
肪
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
自

社
で
分
析
、
配
合
設
計
に
よ
る
肉
質
の
状

態
を
常
に
確
認
し
て
い
る
。

【
所
感
】
全
て
が
桁
違
い
に
規
模
が
大
き
く
、

ま
さ
し
く
大
き
な
工
場
の
よ
う
で
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
農
場
で
あ
り
な
が
ら
、

敷
地
内
は
整
理
整
頓
さ
れ
て
お
り
、
臭
気

も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。【
朝

の
10
分
間
全
員
清
掃
】
と
い
う
試
み
を
実

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
職
員
の
清
掃

に
対
す
る
意
識
が
高
い
こ
と
、
排
水
管
理

も
含
め
て
環
境
に
気
を
付
け
て
経
営
し
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
職
員

の
方
か
ら
「
地
元
の
夏
祭
り
、
水
路
清
掃

に
参
加
を
し
、
時
に
は
、
重
機
が
必
要
な

時
は
、
一
緒
に
作
業
を
行
う
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
が
大

切
だ
。」
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
積

み
重
ね
が
、
地
元
に
し
っ
か
り
と
受
け
入

れ
ら
れ
、
40
年
以
上
に
も
わ
た
り
、
経
営

が
継
続
で
き
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
場
の
周
囲
約
4
㎞
に
わ
た
り
、

高
さ
2
m
の
野
生
動
物
侵
入
防
止
用
の
鉄

板
フ
ェ
ン
ス
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
も
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

【
溝
原
液
状
飼
料
工
場
・
鏑
木
倉
庫
】

【
溝
原
工
場
の
概
要
報
告
】
国
産
飼
料
に

こ
だ
わ
り
、
飼
料
自
給
率
の
問
題
と
向
き

合
い
、
取
組
を
続
け
、
2
0
0
7
年
に
溝

原
飼
料
工
場
を
開
設
。
飼
料
化
施
設
内

は
、
加
熱
エ
リ
ア
と
非
加
熱
エ
リ
ア
に
明

確
に
区
分
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
か
ら
の
原
料
は
加
熱
エ
リ
ア
で
処
理
を

し
て
い
る
。
パ
ン
、
チ
ョ
コ
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
麺
、
菓
子
、
野
菜
な
ど
種
類
や
形
状

が
異
な
る
様
々
な
食
品
製
造
副
産
物
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
乾
物
、
包
装
形
状
が
あ

る
も
の
、
加
熱
が
必
要
な
も
の
な
ど
ラ
イ

ン
が
分
か
れ
て
お
り
、
液
状
原
料
を
入
れ

た
ミ
キ
シ
ン
グ
タ
ン
ク
で
、
粉
砕
し
た
原

料
と
攪
拌
・
混
合
す
る
。
作
業
は
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
ほ
か
地
元
の
シ
ル
バ
ー
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用
し
、
仕
分
け
・

開
袋
作
業
を
行
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域

の
雇
用
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

多
種
多
様
な
原
料
の
各
々
の
栄
養
成
分

を
計
算
し
、
各
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
栄
養

設
計
を
行
う
。
製
造
し
た
飼
料
は
ロ
ッ
ト

ご
と
に
Ph
、
塩
分
、
味
、
比
重
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

原
料
は
月
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
・
4
t
車

な
ど
約
75
台
分
搬
入
さ
れ
る
。
令
和
5
年

度
受
入
実
績
は
、5
、7
5
4
t
/
月
、
飼

料
製
造
量
は
8
、8
0
3
t
/
月
で
あ
る
。

出
来
上
が
っ
た
製
品
は
千
葉
県
内
の
自

社
5
農
場
に
搬
送
。
総
給
与
頭
数
は

6
3
、0
0
0
頭
（
離
乳
子
豚
・
肥
育
豚
）

に
も
及
ぶ
。

【
鏑
木
倉
庫
の
概
要
報
告
】
平
成
19
年
、

飼
料
米
の
取
組
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、

稲
作
農
家
60
戸
、
畜
産
農
家
9
戸
と
共
に
、

飼
料
米
を
提
供
し
て
も
良
い
と
手
を
挙
げ

て
く
れ
た
全
量
を
受
け
取
る
た
め
の
体
制

を
構
築
し
、
鏑
木
倉
庫
を
購
入
。
徐
々
に

規
模
を
拡
大
し
、
現
在
は
、
飼
料
用
米
倉

庫
4
棟
　
飼
料
用
米
収
容
能
力
3
、

4
0
0
t
。
粉
砕
設
備
は
1
号
倉
庫
に
あ

り
、
日
量
30
t
粉
砕
で
き
る
能
力
を
持
つ
。

令
和
5
年
度
の
受
入
実
績
は
6
、

7
4
7
t
、
6
年
度
は
4
、2
0
0
t
程

度
と
な
っ
て
い
る
。
耕
種
農
家
が
飼
料
米

を
生
産
し
や
す
い
よ
う
に
農
産
物
検
査
法

に
基
づ
く
検
査
機
関
の
登
録
を
取
り
、
低

料
金
で
受
入
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

【（
有
）
高
秀
牧
場
　

�

代
表
取
締
役
　高
橋
憲
二
氏
】

千
葉
県
の
房
総
半
島
南
東
部
に
位
置
す

る
「
い
す
み
市
」
で
耕
畜
連
携
に
よ
る
稲

わ
ら
、
W
C
S
、
飼
料
用
米
な
ど
水
田
飼

料
作
物
の
利
用
を
通
じ
た
循
環
型
酪
農
に

取
り
組
み
、
自
家
製
の
生
乳
を
使
っ
た

チ
ー
ズ
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
の
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
る
（
有
）
高
秀
牧
場
（
代
表

取
締
役
高
橋
憲
二
氏
）
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。

【
概
要
報
告
】

〈
農
場
の
概
要
〉

こ
の
場
所
（
須
賀
谷
畜
産
団
地
）
に
は
、

昭
和
58
年
に
入
植
。
八
千
代
市
に
あ
る

50
a
の
土
地
を
売
却
し
、
子
供
の
頃
か
ら

酪
農
を
志
し
て
い
た
憲
二
氏
の
た
め
に
、

補
助
事
業
等
を
活
用
し
、
23 

ha
の
土
地
、

牛
、
機
械
、
自
宅
等
を
購
入
し
経
営
を
開

始
し
た
。
実
兄
が
4
年
間
経
営
し
、
昭
和

63
年
、
結
婚
と
同
時
に
就
農
し
た
。
八
千

代
市
に
あ
る
実
家
で
は
兄
が
酪
農
を
経
営

し
て
い
る
。
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県
外
視
察
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
振
興
会
は
、

7
月
2
日
～
3
日
、
役
員
・
会
員
12
名
で

県
外
視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
は
、
神
奈
川
県
に
経
営

の
軸
足
を
置
き
、
千
葉
県
で
農
場
を
展
開

し
、
生
産
規
模
拡
大
を
し
て
い
る
（
有
）

横
山
養
豚
（
繁
殖
農
場
）、（
有
）
ブ
ラ
イ

ト
ピ
ッ
ク
（
銚
子
農
場
・
G
P
農
場
、
溝

原
液
状
飼
料
工
場
、
鏑
木
飼
料
米
倉
庫
）

を
視
察
し
、
他
県
に
お
い
て
経
営
を
始
め

る
た
め
の
工
夫
や
苦
労
な
ど
を
実
感
し
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
今
後
の
経
営
に
活
か
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
い
す
み
市
で
6
次
産
業
化
や
耕

畜
連
携
な
ど
多
角
的
な
経
営
を
行
っ
て
い

る
、（
有
）
高
秀
牧
場
を
視
察
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

【（
有
）
横
山
養
豚
　繁
殖
農
場
】

（
有
）
横
山
養
豚
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存

じ
の
と
お
り
、
神
奈
川
県
内
に
肥
育
農
場
、

千
葉
県
成
田
市
に
繁
殖
農
場
を
有
し
、
2

サ
イ
ト
で
一
貫
生
産
体
制
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
成
田
市
の
繁
殖
農

場
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
概
要
報
告
】
横
浜
の
農
場
周
囲
に
住
宅

が
増
え
た
こ
と
、
敷
地
が
道
路
に
か
か
っ

た
こ
と
、
志
澤
会
長
か
ら
、「
よ
そ
に
出

な
い
と
だ
め
だ
。」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
が
県
外
に
農
場
を
も
つ
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
周
囲
に
養
豚
場
が

少
な
い
、
農
場
の
立
地
、
志
澤
会
長
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
平
成
21
年
に
こ
の
農

場
（
母
豚
5
0
0
頭
規
模
）
を
購
入
し
、

利
用
を
開
始
し
た
。
新
た
に
農
場
経
営
を

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
要
と
な
る

人
と
良
く
話
を
し
、
理
解
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
結
果
、
共
同
浄
化
槽
の
使
用
や
堆
肥

の
販
売
先
の
確
保
な
ど
色
々
と
協
力
い
た

だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
経
営
を
開
始
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
浄
化
槽
の
新
設
に
要
す
る

費
用
や
許
可
等
を
考
え
る
と
、
共
同
浄
化

槽
を
活
用
さ
せ
て
も
ら
え
た
の
は
非
常
に

有
難
か
っ
た
。
成
田
繁
殖
農
場
は
、
次
男

（
拓
生
さ
ん
）
に
管
理
を
任
せ
て
い
る
が
、

当
時
か
ら
地
元
消
防
団
に
も
参
加
す
る
な

ど
、
地
元
と
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

畜
舎
は
食
品
工
場
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
こ

で
作
っ
た
も
の
を
食
べ
た
い
と
思
っ
て
く

れ
る
よ
う
な
施
設
で
豚
を
育
て
た
い
と
考

え
て
お
り
、
畜
舎
内
の
清
掃
・
消
毒
を
徹

底
し
て
い
る
。
1
年
ほ
ど
経
っ
た
時
に
、

周
囲
の
人
か
ら
、「
以
前
よ
り
も
ハ
エ
や

臭
気
が
な
く
な
り
、
横
山
さ
ん
に
来
て
も

ら
っ
て
よ
か
っ
た
。」
と
言
わ
れ
、
受
け

入
れ
ら
れ
た
の
だ
と
感
謝
し
た
。
令
和
4

年
に
新
豚
舎
（
写
真
参
照
：
繁
殖
豚
舎
1

棟
・
分
娩
舎
1
棟
・
離
乳
舎
2
棟
・
肥
育

豚
舎
1
棟
：
建
設
費
1
3
0
万
円
/
1
母

豚
　
機
械
等
の
設
置
に
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

を
活
用
）
を
建
設
し
た
が
、
地
元
か
ら
の

反
対
は
全
く
な
く
、
資
材
等
の
搬
入
に
対

す
る
協
力
も
い
た
だ
き
、
こ
の
土
地
に
来

て
よ
か
っ
た
と
本
当
に
思
っ
た
。
肥
育
豚

舎
を
新
築
し
た
こ
と
に
よ
り
、
繁
殖
候
補

豚
を
千
葉
で
育
成
管
理
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
衛
生
レ
ベ
ル
も
向
上
し
た
。
経

営
成
績
、
労
働
環
境
、
衛
生
レ
ベ
ル
を
良

く
す
る
に
は
、
施
設
改
善
が
必
要
で
あ
り
、

全
て
に
お
い
て
、
新
し
い
施
設
を
造
っ
て

良
か
っ
た
。
ま
た
、
周
囲
の
土
地
を
購
入

す
る
際
に
も
理
解
を
示
し
て
も
ら
い
譲
っ

て
も
ら
っ
た
。
い
ず
れ
は
、
そ
の
土
地
を

活
用
し
規
模
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
こ
で
何
十
年
と
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
の

で
、
周
囲
の
人
に
も
還
元
し
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
所
感
】
話
を
聞
い
て
、
様
々
な
努
力
、

気
遣
い
を
し
な
が
ら
、
地
域
と
良
い
関
係

性
を
築
き
経
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
良

く
わ
か
り
ま
し
た
。
地
域
の
主
要
な
人
に

協
力
を
仰
ぐ
こ
と
、
地
域
と
積
極
的
に
交

わ
る
こ
と
、
地
域
の
こ
と
を
考
え
て
経
営

す
る
こ
と
の
重
要
性
・
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

【（
有
）
ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ
ク
千
葉
　

�

G
P
農
場
・
銚
子
農
場
】

（
有
）
ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ
ク
は
、
神
奈
川

県
に
1
農
場
、
千
葉
県
に
8
農
場
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
千
葉
県
で
の
養
豚
経
営
は
、

昭
和
58
年
の
第
1
農
場
開
設
が
始
ま
り
で
、

す
で
に
40
年
以
上
、
千
葉
県
で
経
営
を
継

続
し
て
お
り
、
志
澤
会
長
は
、「
自
分
の

持
っ
て
い
る
情
報
を
全
て
オ
ー
プ
ン
に
し
、

地
元
の
養
豚
農
家
と
共
に
地
域
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
尽
力
し
、
信
頼
を
得
た
こ
と
。

ま
た
、
学
校
給
食
や
福
祉
施
設
へ
の
支
援

を
続
け
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と

が
大
き
い
。
千
葉
は
第
2
の
故
郷
で
あ

る
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
概
要
報
告
】
銚
子
農
場
は
、
肥
育
農
場

と
し
て
最
大
で
、
約
2
5
、0
0
0
頭
を

飼
養
し
て
お
り
、
こ
れ
は
ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ

ク
総
肥
育
豚
の
約
40
％
を
占
め
て
い
る
。

隣
接
し
て
い
る
G
P
農
場
（
繁
殖
農
場
）

は
2
0
1
0
年
に
開
設
さ
れ
、
母
豚
数

2
、5
0
0
頭
を
飼
養
し
て
い
る
。
繁
殖

農
場
と
肥
育
農
場
が
隣
接
し
て
い
る
が
、

事
務
所
、
管
理
者
、
進
入
口
、
動
線
な
ど
、

全
て
別
農
場
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。

写
真
の
浄
化
槽
は
6
0
0
0
t
規
模
、

そ
れ
が
施
設
内
に
3
基
あ
り
、
他
農
場
分

も
含
め
、
約
5
0
、0
0
0
頭
分
の
尿
を
処

理
し
て
い
る
。
処
理
水
は
河
川
放
流
し
て
い

る
が
、
排
水
に
は
と
て
も
気
を
使
い
、
月
に

1
度
は
外
部
機
関
で
検
査
を
実
施
し
、
排

水
の
B
O
D
濃
度
は
常
に
一
桁
台
を
維
持

し
て
い
る
。
浄
化
槽
は
、
農
場
の
心
臓
部

で
あ
り
、
こ
こ
に
不
具
合
が
起
き
る
と
経
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営
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
た
め
、
浄
化
槽

の
維
持
管
理
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

糞
の
処
理
は
、
90
㎥
×
5
基
、
60
㎥
×

6
基
、
35
㎥
×
2
基
の
コ
ン
ポ
ス
ト
で
堆

肥
化
し
て
い
る
。
90
㎥
の
大
型
コ
ン
ポ
ス

ト
を
利
用
し
て
い
る
の
は
銚
子
農
場
だ
け

で
、
全
国
的
に
も
養
豚
場
で
こ
の
規
模
の

コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
い
る
の
は
珍
し

い
。
粉
状
の
堆
肥
は
、
近
く
の
耕
種
農
家

に
販
売
、
そ
の
他
は
ペ
レ
ッ
ト
化
し
、
8

割
か
ら
9
割
は
、
北
海
道
帯
広
市
の
農
家

に
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
保
存

性
を
良
く
す
る
た
め
に
、
水
分
含
量
を

18
％
ま
で
落
と
し
て
い
る
。
一
部
は
地
元

の
耕
種（
水
稲
）農
家
に
も
提
供
し
て
い
る
。

耕
種
農
家
に
は
、
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー

で
散
布
で
き
る
た
め
作
業
性
が
良
く
、
臭

気
の
少
な
い
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
は
非
常
に
好

評
で
あ
る
。

肥
育
豚
に
は
、
溝
原
工
場
で
作
ら
れ
た

リ
キ
ッ
ド
飼
料
に
飼
料
米
、
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
調
合
し
て
給
与
し
て
い
る
。
D
M
な

ど
飼
料
成
分
の
設
定
、
給
与
量
、
飼
料
摂

取
量
等
は
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理（
A

－
t
e
c
h
社
）
し
て
い
る
。
出
荷
後
、

枝
肉
か
ら
脂
肪
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
自

社
で
分
析
、
配
合
設
計
に
よ
る
肉
質
の
状

態
を
常
に
確
認
し
て
い
る
。

【
所
感
】
全
て
が
桁
違
い
に
規
模
が
大
き
く
、

ま
さ
し
く
大
き
な
工
場
の
よ
う
で
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
農
場
で
あ
り
な
が
ら
、

敷
地
内
は
整
理
整
頓
さ
れ
て
お
り
、
臭
気

も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。【
朝

の
10
分
間
全
員
清
掃
】
と
い
う
試
み
を
実

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
職
員
の
清
掃

に
対
す
る
意
識
が
高
い
こ
と
、
排
水
管
理

も
含
め
て
環
境
に
気
を
付
け
て
経
営
し
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
職
員

の
方
か
ら
「
地
元
の
夏
祭
り
、
水
路
清
掃

に
参
加
を
し
、
時
に
は
、
重
機
が
必
要
な

時
は
、
一
緒
に
作
業
を
行
う
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
汗
を
流
す
こ
と
が
大

切
だ
。」
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
積

み
重
ね
が
、
地
元
に
し
っ
か
り
と
受
け
入

れ
ら
れ
、
40
年
以
上
に
も
わ
た
り
、
経
営

が
継
続
で
き
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
場
の
周
囲
約
4
㎞
に
わ
た
り
、

高
さ
2
m
の
野
生
動
物
侵
入
防
止
用
の
鉄

板
フ
ェ
ン
ス
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
も
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

【
溝
原
液
状
飼
料
工
場
・
鏑
木
倉
庫
】

【
溝
原
工
場
の
概
要
報
告
】
国
産
飼
料
に

こ
だ
わ
り
、
飼
料
自
給
率
の
問
題
と
向
き

合
い
、
取
組
を
続
け
、
2
0
0
7
年
に
溝

原
飼
料
工
場
を
開
設
。
飼
料
化
施
設
内

は
、
加
熱
エ
リ
ア
と
非
加
熱
エ
リ
ア
に
明

確
に
区
分
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
か
ら
の
原
料
は
加
熱
エ
リ
ア
で
処
理
を

し
て
い
る
。
パ
ン
、
チ
ョ
コ
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
麺
、
菓
子
、
野
菜
な
ど
種
類
や
形
状

が
異
な
る
様
々
な
食
品
製
造
副
産
物
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
乾
物
、
包
装
形
状
が
あ

る
も
の
、
加
熱
が
必
要
な
も
の
な
ど
ラ
イ

ン
が
分
か
れ
て
お
り
、
液
状
原
料
を
入
れ

た
ミ
キ
シ
ン
グ
タ
ン
ク
で
、
粉
砕
し
た
原

料
と
攪
拌
・
混
合
す
る
。
作
業
は
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
ほ
か
地
元
の
シ
ル
バ
ー
、

障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用
し
、
仕
分
け
・

開
袋
作
業
を
行
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域

の
雇
用
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

多
種
多
様
な
原
料
の
各
々
の
栄
養
成
分

を
計
算
し
、
各
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
栄
養

設
計
を
行
う
。
製
造
し
た
飼
料
は
ロ
ッ
ト

ご
と
に
Ph
、
塩
分
、
味
、
比
重
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

原
料
は
月
に
大
型
ト
ラ
ッ
ク
・
4
t
車

な
ど
約
75
台
分
搬
入
さ
れ
る
。
令
和
5
年

度
受
入
実
績
は
、5
、7
5
4
t
/
月
、
飼

料
製
造
量
は
8
、8
0
3
t
/
月
で
あ
る
。

出
来
上
が
っ
た
製
品
は
千
葉
県
内
の
自

社
5
農
場
に
搬
送
。
総
給
与
頭
数
は

6
3
、0
0
0
頭
（
離
乳
子
豚
・
肥
育
豚
）

に
も
及
ぶ
。

【
鏑
木
倉
庫
の
概
要
報
告
】
平
成
19
年
、

飼
料
米
の
取
組
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、

稲
作
農
家
60
戸
、
畜
産
農
家
9
戸
と
共
に
、

飼
料
米
を
提
供
し
て
も
良
い
と
手
を
挙
げ

て
く
れ
た
全
量
を
受
け
取
る
た
め
の
体
制

を
構
築
し
、
鏑
木
倉
庫
を
購
入
。
徐
々
に

規
模
を
拡
大
し
、
現
在
は
、
飼
料
用
米
倉

庫
4
棟
　
飼
料
用
米
収
容
能
力
3
、

4
0
0
t
。
粉
砕
設
備
は
1
号
倉
庫
に
あ

り
、
日
量
30
t
粉
砕
で
き
る
能
力
を
持
つ
。

令
和
5
年
度
の
受
入
実
績
は
6
、

7
4
7
t
、
6
年
度
は
4
、2
0
0
t
程

度
と
な
っ
て
い
る
。
耕
種
農
家
が
飼
料
米

を
生
産
し
や
す
い
よ
う
に
農
産
物
検
査
法

に
基
づ
く
検
査
機
関
の
登
録
を
取
り
、
低

料
金
で
受
入
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

【（
有
）
高
秀
牧
場

　

�

代
表
取
締
役

　高
橋
憲
二
氏
】

千
葉
県
の
房
総
半
島
南
東
部
に
位
置
す

る
「
い
す
み
市
」
で
耕
畜
連
携
に
よ
る
稲

わ
ら
、
W
C
S
、
飼
料
用
米
な
ど
水
田
飼

料
作
物
の
利
用
を
通
じ
た
循
環
型
酪
農
に

取
り
組
み
、
自
家
製
の
生
乳
を
使
っ
た

チ
ー
ズ
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
の
製
造
販
売

を
行
っ
て
い
る
（
有
）
高
秀
牧
場
（
代
表

取
締
役
高
橋
憲
二
氏
）
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。

【
概
要
報
告
】

〈
農
場
の
概
要
〉

こ
の
場
所
（
須
賀
谷
畜
産
団
地
）
に
は
、

昭
和
58
年
に
入
植
。
八
千
代
市
に
あ
る

50
a
の
土
地
を
売
却
し
、
子
供
の
頃
か
ら

酪
農
を
志
し
て
い
た
憲
二
氏
の
た
め
に
、

補
助
事
業
等
を
活
用
し
、
23 

ha
の
土
地
、

牛
、
機
械
、
自
宅
等
を
購
入
し
経
営
を
開

始
し
た
。
実
兄
が
4
年
間
経
営
し
、
昭
和

63
年
、
結
婚
と
同
時
に
就
農
し
た
。
八
千

代
市
に
あ
る
実
家
で
は
兄
が
酪
農
を
経
営

し
て
い
る
。
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現
在
、
乳
用
牛
飼
養
頭
数
は
2
0
0
頭
、

う
ち
搾
乳
牛
は
85
頭
。
息
子
さ
ん
（
30
）

が
新
し
い
牛
舎
を
建
て
た
い
と
言
っ
て
お

り
、
計
画
を
練
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

60
歳
を
過
ぎ
、
近
々
、
経
営
を
譲
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。

〈
自
給
飼
料
生
産
に
つ
い
て
〉

平
成
20
年
に
原
油
価
格
の
高
騰
等
に
よ

り
飼
料
価
格
が
高
騰
し
た
際
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
の
飼
料
作
物
生
産
現
場
を
視
察
に

行
っ
た
。
農
家
の
人
は
作
っ
た
飼
料
を
貯

蔵
で
き
る
施
設
を
作
り
、
自
分
で
保
管
し
、

値
段
が
上
が
っ
た
ら
出
荷
す
る
と
い
う
形

に
変
わ
っ
て
い
た
。
今
後
、
中
国
が
穀
物

も
大
量
に
輸
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

ら
、
エ
サ
を
確
保
で
き
な
く
な
る
と
危
機

感
を
覚
え
、
地
域
の
酪
農
家
仲
間
に
、
自

分
た
ち
で
エ
サ
を
作
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

仲
間
か
ら
は
大
反
対
さ
れ
た
が
、
時
間
が

無
い
、
お
金
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
場
合

で
は
な
く
、
こ
れ
を
や
ら
な
い
と
生
き
て

い
け
な
い
と
説
得
し
、
で
き
る
だ
け
設
備

投
資
を
し
な
い
形
で
稲
の
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ

プ
サ
イ
レ
ー
ジ
を
始
め
た
。
最
初
は
2
ha

か
ら
始
め
、
翌
年
に
は
18 

ha
、
32 

ha
と
倍
々

に
増
や
し
、
昨
年
は
飼
料
用
稲

1
0
0
ha
、
飼
料
用
米
60 

ha
を
収
穫
し
た
。

当
初
、
収
穫
は
畜
産
農
家
側
が
お
こ
な
っ

て
い
た
が
、
現
在
は
、
稲
作
農
家
に
有
料

で
請
け
負
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
年
は
、

食
料
米
の
高
騰
に
よ
り
、
飼
料
用
稲
が

20 

ha
ま
で
減
少
し
た
。
飼
料
用
米
は
減
る

の
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
新
し
く
3
名

の
方
と
契
約
を
結
び
、
2
0
0
t
確
保
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
現
在
、
40
名
の

稲
作
農
家
の
方
と
連
携
を
と
っ
て
や
っ
て

い
る
が
、
高
齢
な
人
が
多
い
の
で
、
稲
作

農
家
の
事
業
を
継
承
し
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
、
M
＆
A
に
よ
る
事
業
譲
渡
契

約
に
向
け
て
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

高
秀
牧
場
の
粗
飼
料
の
自
給
率
は
、
ほ

ぼ
1
0
0
％
。
配
合
飼
料
の
自
給
率
が
7

割
程
度
で
配
合
飼
料
を
ど
れ
だ
け
輸
入
に

頼
ら
な
い
で
行
け
る
か
だ
と
思
う
。
自
給

率
は
高
い
が
、
資
材
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、

経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
自
給
飼
料

や
食
品
製
造
副
産
物
（
ビ
ー
ル
粕
、
ト
ウ

フ
粕
、
酒
粕
な
ど
）
を
使
い
、
餌
の
コ
ス

ト
を
下
げ
な
が
ら
、
生
産
量
を
で
き
る
だ

け
上
げ
る
こ
と
を
経
営
方
針
と
し
て
い
る
。

出
来
れ
ば
、
国
産
飼
料
1
0
0
％
で
搾
っ

た
牛
乳
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
い
が
、

1
0
0
％
は
難
し
い
の
で
、
50
％
で
ブ
ラ

ン
ド
化
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

〈
ふ
ん
尿
処
理
に
つ
い
て
〉

自
農
場
で
生
産
さ
れ
る
堆
肥
は
、
全
て

自
分
の
畑
で
利
用
し
て
い
る
。
畑
を
や
っ

て
い
な
い
仲
間
は
、
処
理
に
困
っ
て
い
た

の
で
、
共
同
施
設
を
作
り
、
堆
肥
を
袋
詰

め
し
て
販
売
し
て
い
た
。
そ
う
な
る
と
、

1
年
中
、
袋
詰
め
し
て
い
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
、
現
在
は
、
稲
作
農
家

と
連
携
し
、
田
ん
ぼ
に
散
布
し
て
い
る
。

食
料
米
を
作
っ
て
い
る
稲
作
農
家
か
ら
は
、

「
収
穫
量
が
増
え
る
」「
食
味
も
良
く
な
る
」

の
で
、
堆
肥
を
入
れ
て
欲
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
堆
肥
は
足
り
な
い
ぐ
ら
い
で
あ

る
。
牽
引
式
の
マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
ー
で

堆
肥
散
布
す
る
の
で
、
散
布
す
る
の
は
基

盤
整
備
を
し
て
い
る
田
ん
ぼ
に
限
定
し
て

い
る
。

尿
は
ラ
グ
ー
ン
で
液
肥
に
し
、
地
域
の

田
ん
ぼ
に
入
れ
て
い
る
。
こ
の
液
肥
を
使

う
と
土
が
活
性
化
し
て
、
根
の
張
り
が
良

く
な
り
、
食
味
が
と
て
も
良
く
な
る
と
評

判
で
、
こ
の
液
肥
を
使
い
、
生
産
さ
れ
た

お
米
は
、
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
る
。

〈
6
次
産
業
化
に
つ
い
て
〉

平
成
23
年
に
チ
ー
ズ
工
房
を
オ
ー
プ
ン

し
た
。
チ
ー
ズ
の
製
造
は
職
人
に
任
せ
、

販
売
を
夫
婦
で
や
っ
て
い
た
。
牛
の
管
理

に
手
を
抜
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

生
産
量
が
落
ち
始
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
牧

場
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
と
思
い
、
カ
ナ
ダ
で
就
職
し
て
い

た
娘
に
チ
ー
ズ
工
房
を
任
せ
る
こ
と
に
し

た
。
ま
た
、
ミ
ル
ク
工
房
（
ジ
ェ
ラ
ー
ト
）

も
や
り
た
い
と
の
こ
と
で
、
金
融
機
関
か

ら
お
金
を
借
り
て
す
ぐ
に
実
行
に
移
し
た
。

チ
ー
ズ
工
房
や
ミ
ル
ク
工
房
の
建
築
費

用
は
も
う
す
ぐ
支
払
い
を
終
わ
る
が
、
人

件
費
も
か
か
る
の
で
儲
か
り
は
し
な
い
。

し
か
し
、
6
次
化
の
取
り
組
み
を
始
め
て

か
ら
、
畜
産
を
専
門
的
に
勉
強
し
て
い
る

人
材
を
採
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
優

秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
6
次
化
を

始
め
た
と
い
う
意
味
で
は
目
標
は
達
成
し

た
と
感
じ
て
い
る
。

【
所
感
】
本
県
と
は
、
経
営
環
境
が
異
な

る
も
の
の
、
地
域
酪
農
家
と
の
仲
間
づ
く

り
、
耕
種
農
家
と
連
携
、
経
営
に
対
す
る

考
え
方
、
地
域
の
農
業
全
体
の
事
を
考
え

て
の
行
動
な
ど
非
常
に
参
考
に
な
る
話
を

聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　（
一
般
社
団
法
人
　

�

神
奈
川
県
畜
産
振
興
会
　
小
嶋
）

旭
市
飼
料
用
米
利
用
者
協
議
会
取
組
概
要
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舎
を
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と
言
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、
計
画
を
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る
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況
で
あ
る
。
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を
過
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近
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、
経
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を
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う
と

思
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て
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る
。
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自
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生
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に
つ
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て
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成
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に
原
油
価
格
の
高
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等
に
よ

り
飼
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価
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が
高
騰
し
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、
ア
メ
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、
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の
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を
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家
の
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た
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を
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で
き
る
施
設
を
作
り
、
自
分
で
保
管
し
、

値
段
が
上
が
っ
た
ら
出
荷
す
る
と
い
う
形

に
変
わ
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て
い
た
。
今
後
、
中
国
が
穀
物

も
大
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に
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入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

ら
、
エ
サ
を
確
保
で
き
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く
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る
と
危
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感
を
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え
、
地
域
の
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間
に
、
自
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で
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を
作
る
こ
と
を
提
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し
た
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は
大
反
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さ
れ
た
が
、
時
間
が

無
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、
お
金
が
な
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と
言
っ
て
い
る
場
合

で
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な
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と
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と
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を
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最
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は
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、
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し
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60 
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、
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が
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る
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に
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、
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が

20 
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少
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。
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は
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の
が
分
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て
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た
の
で
、
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3
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の
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と
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を
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2
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t
確
保
で
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に
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る
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、
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の
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作
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と
連
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る
が
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高
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な
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が
多
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の
で
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作
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承
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と
い
け
な
い

と
思
い
、
M
＆
A
に
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業
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る
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の
自
給
率
は
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の
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と
思
う
。
自
給

率
は
高
い
が
、
資
材
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、

経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
自
給
飼
料

や
食
品
製
造
副
産
物
（
ビ
ー
ル
粕
、
ト
ウ

フ
粕
、
酒
粕
な
ど
）
を
使
い
、
餌
の
コ
ス

ト
を
下
げ
な
が
ら
、
生
産
量
を
で
き
る
だ

け
上
げ
る
こ
と
を
経
営
方
針
と
し
て
い
る
。

出
来
れ
ば
、
国
産
飼
料
1
0
0
％
で
搾
っ

た
牛
乳
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
い
が
、

1
0
0
％
は
難
し
い
の
で
、
50
％
で
ブ
ラ

ン
ド
化
で
き
な
い
か
と
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）
横
山
養
豚

　繁
殖
農
場

（
有
）
ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ
ク
千
葉

�

溝
原
液
状
飼
料
工
場

（
有
）
ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ
ク
千
葉

�

鏑
木
飼
料
米
倉
庫

（
有
）
高
秀
牧
場

（
有
）
ブ
ラ
イ
ト
ピ
ッ
ク
千
葉

　

�

銚
子
農
場

　汚
水
浄
化
施
設



─10─

第695号　令和 7年 9月 1日（月曜日）

蜜
蜂
は
家
畜

　養
蜂
は
畜
産

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
養
蜂
大
国

パ
レ
ス
チ
ナ
、
ガ
ザ
で
は
命
と
領
土
の

奪
い
合
い
が
続
き
、
食
べ
物
が
無
く
瘦
せ

細
っ
た
子
供
た
ち
の
姿
は
八
〇
年
前
の
日

本
の
姿
か
と
も
。
八
〇
年
前
の
八
月
十
五

日
、
日
本
は
米
国
を
主
と
す
る
連
合
軍

に
無
条
件
降
伏
を
し
て
戦
争
が
終
わ
っ
た

と
思
っ
た
が
、
ソ
連
は
日
ソ
不
可
侵
条
約

を
一
方
的
に
破
棄
し
て
日
本
の
北
方
領
土

に
攻
め
込
み
ま
し
た
。

広
大
な
国
土
を
持
っ
て

い
る
の
に
も
っ
と
ほ
し

い
と
。
日
本
の
北
方
守

備
隊
は
九
月
四
日
ま
で
戦
闘
を
続
け
ま

し
た
。
北
方
四
島
や
北
海
道
ま
で
奪
お

う
と
し
た
火
事
場
泥
棒
の
よ
う
な
ソ
連
。

ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
は
豊
か
な
国
土
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
欲
し
い
と
。
戦
場
に
駆
り

立
て
ら
れ
た
の
は
シ
ベ
リ
ヤ
地
方
の
兵
や

恩
赦
を
与
え
る
と
集
め
た
囚
人
兵
、
国

籍
を
与
え
る
と
移
民
兵
、
新
兵
器
技
術

と
交
換
の
北
朝
鮮
兵
等
々
は
ま
る
で
死
の

商
人
だ
。
ロ
シ
ア
の
人
口
は
あ
の
広
い
国

土
に
日
本
の
人
口
を
上
回
る
こ
と
三
千
万

人
も
無
い
の
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
そ

ん
な
に
し
て
ま
で
戦
争
を
し
た
い
の
か
。

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
就
任
前
に

「
オ
レ
が
大
統
領
に
な
っ
た
ら
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
を
二
十
四
時
間
で
終

わ
ら
せ
る
」
と
う
そ
ぶ
い
て
い
た
が
、
そ

う
は
い
か
な
い
。
プ
ー
チ
ン
を
破
格
の
厚

遇
で
招
き
会
談
し
た
が
逆
に
強
硬
姿
勢

に
変
わ
り
は
な
い
と
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
も

今
ま
で
の
よ
う
な
腕
を
む
き
出
し
に
し
た

シ
ャ
ツ
姿
で
は
な
く
、
立
派
な
ス
ー
ツ
を

着
て
対
応
し
、
領
土
は

譲
れ
な
い
と
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
は
広
大
な
農
地
を

持
ち
、
中
で
も
見
渡
す

限
り
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
に
は
目
を
見
張
る
ば

か
り
で
す
。
こ
の
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
に
群
が

る
の
は
蜜
蜂
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
養
蜂
業

者
が
四
十
万
人
も
。
人
口
の
一
％
が
蜂
で

暮
ら
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
で

三
〇
％
の
養
蜂
場
が
失
わ
れ
た
そ
う
な
。

日
本
は
養
蜂
関
係
資
材
を
提
供
し
、
地

雷
除
去
等
の
圃
場
整
備
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

支
援
で
き
な
い
か
。
武
器
で
は
な
く
、
甘

い
蜜
で
。

ヒ
マ
ワ
リ
の
蜜
の
味
は
？�

（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

最
大
限
の
警
戒
を
‼

　
令
和
六
年
シ
ー
ズ
ン
は
北
海
道
に
お
い

て
、
家
き
ん
で
最
も
早
い
十
月
十
七
日
に

初
発
事
例
が
確
認
さ
れ
、
一
時
は
本
病
発

生
件
数
が
過
去
最
多
と
な
っ
た
令
和
四

年
シ
ー
ズ
ン
を
上
回
る
勢
い
で
し
た
が
、

令
和
七
年
二
月
一
日
の
発
生
を
最
後
に
、

発
生
各
道
県
の
尽
力
に
よ
り
令
和
七
年

二
月
二
十
一
日
ま
で
に
す
べ
て
の
防
疫
措

置
が
完
了
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
14

道
県
51
事
例
が
確
認
さ
れ
、
約
9
3
2
万

羽
が
殺
処
分
の
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

　
令
和
六
年
シ
ー
ズ
ン

の
発
生
か
ら
得
た
教
訓

を
共
有
す
る
た
め
、
今
年
の
七
月
に
農

水
省
で
疫
学
調
査
報
告
書
に
係
る
情
報

交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回

そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
ま
ず
、
全
51
事
例
の
う
ち
、
9
事
例

が
過
去
に
発
生
を
経
験
し
た
農
場
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
1
事
例
は
3
度
目
の
発

生
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
農
場
が
あ
る
地
域

は
、
そ
の
他
の
地
域
と
比
較
し
、
環
境
要

因
等
に
よ
り
本
病
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
地
域
と
し
て
日
頃
か

ら
発
生
に
備
え
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
準
備
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
17
事
例
が
20
万
羽
以
上
を

飼
育
す
る
採
卵
養
鶏
場
で
の
発
生
で
し

た
。
飼
養
規
模
が
大
き
い
こ
と
が
リ
ス
ク

要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
以
前
の
発
生

事
例
で
も
言
わ
れ
て
お
り
、
万
が
一
の
発

生
時
に
備
え
殺
処
分
対
象
と
な
る
家
き

ん
の
数
を
削
減
す
る
た
め
、
農
場
の
分
割

管
理
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
家
き
ん
農
場
集
中
地
域
で
の

発
生
に
つ
い
て
は
、
羽
毛
や
糞
便
に
由
来

す
る
塵
埃
を
介
し
て
農
場
内
に
侵
入
し

た
こ
と
も
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

感
染
拡
大
の
要
因
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
も

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
発

生
時
の
防
疫
作
業
で
は
、

畜
舎
の
排
気
口
へ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
設
置
や
、

液
状
消
毒
薬
を
用
い
た
排
気
口
の
継
続

的
な
消
毒
な
ど
の
対
策
を
取
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
鶏
飼
養
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
気
を
抜
け
な
い
時
期
が
訪
れ
ま

す
が
、
家
畜
保
健
衛
生
所
に
お
い
て
も
、

適
宜
情
報
を
お
伝
え
し
、
発
生
予
防
対

策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
飼

養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
と
異
常
時
の

早
期
通
報
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
・
山
本
）

家
保
だ
よ
り


